
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年 6 月 12 日の放映で当会の長年の活動が取り上げられ全国版で紹介されました。  

 

 

 

 

  

 

 印旛沼水質浄化の推進として、小学校の池に水草を移植し増やしたら印旛沼本体にお里帰り  

させるという「水草バンクシステム」を構築して以来、12 校に広がっています。  

 今年度は、東日本大震災後に一時中断していた佐倉市立小竹小学校に生き残っていたアサザ  

を見つけました。まちづくり協議会の方からの連絡で、新たに他校からアサザを移植し 13 校  

目の再開を目指し、子供たちと印旛沼を繋ぐ学習を計画していました。  

 しかし「笠井記念舟戸水草園」のアサザ池がヨシに浸食され、人力での除去に限界を感じて  

いたので、【重機を導入して掘起し、ヨシに絡んでいるアサザを取り分けてアサザだけを水草  

園に戻す】という、大きな試みの事業計画を立てていました。なお、今年度の事業はセブンイ  

レブン記念財団、千葉県環境財団、公益財団法人佐倉緑の基金などの助成金をいただいて実施  

するものです。  

 ４月上旬 NHK から突然連絡が入り、NPO いんばの活動について聞きたいとのことでした。 

上記のことを実施する予定であることを話したところ、後日番組として取り上げてくれること  

になりました。６月 12 日放映、５月中にロケを行うということで俄かに忙しくなりました。  

 水草園の掘起しは予定を早め、新星建設 (会員企業 )の社長と日程を調整、小竹小学校、寺崎  

小学校にはロケの許可を取ったり、校長先生たちと打ち合わせをしたり、ディレクターからは  

バンクシステムの古い写真は無いかと聞かれて探したり（使われなかった）、私の部屋はひと月  

間アルバムや資料が広がったままでした。  

 

 例年５月に開花する寺崎小学校のアサザを小竹小学校に移植する予定でしたので、開花には  

本当に気をもみました。特にＧＷは異常に気温が低く、ロケ最終日の５月 17 日に咲いてくれ  

るかと何度か様子を見に学校を訪問しました。ディレクターと『池にお湯を入れたいくらいで  

すね』と冗談も出ました。無事３日間のロケが終わり番組を見るまではどんな映像か心配は尽  

きませんでしたが、番組をご覧下さった方々から良い番組だったとの応援メッセージを沢山い  

ただきました。関係の皆様には心から感謝申し上げます。大変お疲れさまでした。  
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2023 年 1 月号  

NHK「小さな旅～水面に時は流れ～」  
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笠井記念舟戸水草園の掘起し        中川緑アナウンサーに声をかけられて  

ヨシとアサザを振り分ける会員          中川緑  アナウンサーの取材  

小竹小学校でアサザ移植を撮影するクルー       

 

 

小竹小児童が池にアサザを入れました          慎重に沈めます  

 

 



親子で印旛沼体験 

 

印旛沼体験スケジュール  

１．観光船に乗船（観光協会の方から案内と説明）  

２．沼の水を汲む（水質調査用）  

３．アサザの水草園を観察  

４．印旛沼の水と飲み水の汚れを比較する実験（佐倉市役所生活環境課の方）  

５．印旛沼のことについてのお話（元千葉県環境センター室長  小倉久子先生）  

６．まとめ、今日一日で心に残ったことを俳句にして提出  

 

コロナ禍で児童の環境体験ができず、また、印旛沼の観光船の乗船定員が少ないため開催で  

きずにいましたが、少しずつ進めて行こうと、少人数の募集で行うことにしました。  

  ４家族 10 名と、佐倉高校の２名、その他小竹小地域まちづくり協議会の方などが参加しました。  

観光ガイドで 90 分、印旛沼内からの眺めはオニビシの上のサギやカワウが餌をとる様子、魚  

が飛び跳ね、トンボが船の周りを飛び、船が風を切って走る水上は心地よいひと時でした。  

 

   水質調査に使用する印旛沼の水は、千葉県の飲料水取水口の近くの定点観測地点で、船上か  

ら参加者が採取しました。下船してふるさと広場の水草園前では「水草バンクシステム校」か  

  ら移植したアサザが含まれ、埋土種から復活し満開でした。その様子は、かつて沼に広がって  

いたアサザ群を想像するには充分でした。  

   

   その後、学習室で佐倉市生活環境課職員の指導のもと、水質検査（COD パックテスト）、小  

  倉久子先生から、印旛沼の水質について人間の立場と動植物の立場に立って考えるという示唆  

  をいただきました。児童からは元気な質問や意見が多く、親子での印旛沼体験は。夏休みの自  

由研究の役に立ったようです。  
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2022 年 8 月 25 日（木）ふるさと広場にて  
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乗船場            親子出航             カワウ  

飲料水の定点観測地点     県営水道（飲み水）取水口       無事に帰着  
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編集後記 

令和４年度も収束しないコロナ禍の中で  

したが、４月にはＮＨＫの取材申し込みが  

あり事前準備や５月のロケ対応、７月には  

各小学校の池に植えたアサザ発育状況の巡  

回訪問、８月には「親子で印旛沼体験」な  

どがあり大いに活動を展開してきました。  

特にＮＨＫ“小さな旅”ではＮＰＯいんば  

の活動が紹介され、今後の活動を躍進させ  

る励みになっています。  （岡本久幸  記）  

                       

 

印旛沼の水質検査の説明を聞く親子  

定点観測地点の水とペットボトルの水を  

パックテストで水質比較  

ふるさと広場水草園                 アサザのお話  

子供の質問に答える小倉久子講師  

←きれいな水     汚れた水→  


